回診用Ｘ線撮影装置
技術仕様書

調達物品は、以下の技術的要件を満たしていること。
１　Ｘ線高電圧発生装置
1-1　発生装置は、高周波インバーター方式であること。
1-2　最大出力は32kW以上であること。
1-3　定格は130 kV、200mA以上であること。
２　Ｘ線管装置
　2-1　最大使用管電圧は130 kV以上であること。
　2-2　回転陽極Ｘ線管であること。

３　Ｘ線管保持装置
　3-1　支柱の回転範囲は±270°以上であること。
　3-2　Ｘ線管回転角度は±180°以上であること。
　3-3　Ｘ線装置管軸回は、－20°～90°の範囲が移動できること。
　3-4　走行機構はデッドマン型、走行速度は４㎞/h以上であること。
　3-5　保持装置の操作ハンドルボタン、スイッチ、ネジは操作しやすい位置に配置されていること。
　3-6　電源は内蔵バッテリーで充電状況がランプ等で目視確認ができること。
４　Ⅹ線稼動絞り
　4-1　左右、上下を絞る機能を有すること。
　4-2　±90°以上の回転機能を有すること。 
５　Ⅹ線制御装置
　5-1　撮影条件プログラムは100個以上設定可能であること。
　5-2　操作スイッチは撮影条件などの表示方法が視認性の良い表示方法であること。
　5-3　内臓バッテリーによる撮影が可能であること。

６　Ⅹ線検出器
　6-1　フラットパネルディテクタ（ＦＰＤ）であること。
　6-2　ＦＰＤの大きさは半切サイズ及び四つ切サイズの２種類であること。
　6-3　撮影後５秒以内にプレビュー画像が表示できること。
　6-4　バッテリーは着脱が可能で、バッテリーの交換ができること。
　6-5　フル充電で100枚以上の撮影が可能であること。
　6-6　本体の状態がランプ等により確認できるようにすること。 
　6-7　起動時に自動でＸ線の照射なしでキャリブレーションができること。
７　画像処理装置
　7-1　画像処理装置はＸ線撮影装置と一体型であること。
　7-2　画像表示部は15インチ以上のタッチパネルであること。
　7-3　撮影後プレビュー表示は５秒以内であること。
　7-4　回転、反転処理が可能であること。
　7-5　ＤＩＣＯＭ3.0に準拠した画像出力が可能であること。
　7-6　ＤＩＣＯＭ－ＭＷＭ、ＭＰＰＳによりＲＩＳ連携が可能であること。
　7-7　ＦＰＤ使用時とＩＰ使用時の両方の運用が可能となるようにすること。
　7-8　過去画像比較において診断差異が発生しないようにすること。
　7-9　画像処理機能としてバーチャルグリッドが使用できること、もしくはそれと同等の性能を有すること。
８　設置、接続、その他
　8-1　調達機器の搬入、据付、院内ＰＡＣＳ等への接続及び調整に伴う費用は本調達に含むこと。
　8-2　既存ＲＩＳ、ＰＡＣＳ接続に必要な制御端末、接続及びライセンス等の費用は本調達に含むこと。
　8-3　調達機器の搬入、据付、院内ＰＡＣＳ等への接続及び調整は、本院の診療業務に支障をきたさないよう、当院職員と協議のうえその指示によること。
　8-4　半切サイズのＦＰＤカセッテに対して使用できるグリッドをグリッド比が異なる２種類の物を用意すること。仕様については別途担当者が指定する。
　8-5　ポータブル撮影時に使用するプロテクターを１着用意すること。
　8-5　年間を通じて24時間体制のコールセンターを設置していること。
　8-7　障害発生時においては、連絡を受けてから１時間以内に現場対応ができる体制であること。
　8-8　装置の取扱いマニュアルを用意すること。
　8-9　当院の指示に応じて操作説明会を実施すること。
　8-10装置本体へ画像を送る無線送信が手術室にある他の機器と干渉しないように調整すること。また、新棟手術室へ移転する際にも同様の調整をすること。
　8-11指定納期までに軽量タイプのＦＰＤが発売された場合はそれを納入すること。
　8-12既設の無線環境での送受信が不十分と判断された場合は、情報企画室と協議のうえアクセスポイント増設等の善後策を取ること。

　
